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( 科目コード：7001520072Y2)

【改訂】第 1 版（2011-03-10）
【科目】総合英語 II

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】2 組・2 年次
【担当教員】

野村 貴俊
八鳥 吉明

【授業目標・教育方針】
　高専の１学年で学んだ基礎的な英語力を土台に、英語講読、英文法、英作文、発音／リスニングを総合的に学習す
ることで、「読む、書く、聞く、話す」という英語の４技能を向上させていくことを目指す。学習段階としては、高校
英語の初級（基礎）から中級（応用）への移行が目標となる。

【授業概要】
１．英語講読・・・英文は段階的に難易度を増していくが、複雑な英文も基本要素の組み合わせから構成されている。
　　　　　　　　　個々の英文の構造（構文）を意識した英文解釈法の解説と実践を引き続き行う。
２．英文法・・・・１年で学習した文法事項に対応する練習問題の演習を通して、英文法の基礎を再点検する。
３．英作文・・・・基本的な表現型を用いて英文を書く訓練を行なうことで、英語での表現法を拡充させる。
４．発音／
　　リスニング・・音声教材を使用し、英単語の発音と英文の音読の訓練を行なう。
５．語彙・熟語・・英語力強化には語彙力・熟語力の増強は欠かせないので、語彙・熟語の習得を引き続き促進する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：BIG DIPPER English Course II：森岡裕一：数研出版：9784410841309
教科書：基礎と発展 英語構文ワーク 100：CHART INSTITUTE：数研出版：9784410367243
参考書：基礎からの新総合英語：高橋潔、根岸雅史：数研出版：9784410110641

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：座学
使用機器：CD プレーヤー

【メッセージ】
　英語の勉強は時間がかかるし、面倒だと思うこともあるでしょう。しかし、英語の授業を受けるにあたって最も重
要なことは、予習を行なうことです。辞書や参考書を調べながら地道に英語に取り組む姿勢を大切にして下さい。そ
して、授業の時間を大切にして下さい。また、指定された課題は確実に提出できるよう、つねに心掛けて下さい。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：『BIG DIPPER』の評価分：中間試験（20％）、期
末試験（20％）、レポート（10％）
『英語構文ワーク 100』の評価分：中間試験（20％）、期末試験（20％）、レポート（10％）

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：総合英語 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 14 回 （１）『BIG DIPPER』:
 Lesson 5 と Lesson 6

（２）『英語構文ワーク 100』:
 6 課～ 8 課

（１）『BIG DIPPER』:
 Lesson 5 "The Capricious Robot"
 Lesson 6 "The History of Light"

（２）『英語構文ワーク 100』:
 否定構文、助動詞を含む構文、仮定法を含む構文

授業毎に課題提出

第 15 回 後期中間試験 既習の学習事項の確認
第 16 回～第 30 回 （１）『BIG DIPPER』:

 Lesson 7 と Lesson 8

（２）『英語構文ワーク 100』:
 9 課、10 課、12 課～ 15 課

（１）『BIG DIPPER』:
 Lesson 7 "The World of Hiroshige"
 Lesson 8 "Wangari Maathai: 80,000 from 1"
（２）『英語構文ワーク 100』:
 接続詞を含む構文、比較構文、無生物主語を含む構
文、間接疑問・同格、強調・倒置・省略、名詞構文

授業毎に課題提出

- 1 -


